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5月27日(月) 川崎市生涯学習プラザ401会議室にて、来賓にかわさき市民アカデミー学長太田猛彦先生、

（公財）川崎市生涯学習財団金井則夫理事長、市川浩二副理事長をお迎えし通常総会が開催されました。 

平成24年度活動報告と25年度活動方針について折居副理事長から報告された後、下記の議案に関して審

議され、ご承認いただきました。 

 第１号議案  

平成24年度 事業報告(案)について 

 第２号議案  

平成24年度決算報告(案)について 

 第３号議案  

監査報告について 

 第４号議案  

平成25年度事業計画(案)について 

 第５号議案 平成25 年度 

  活動予算(案)及び入会・会費(案)について 

 第6号議案  

次期役員の選任(案)について 

 

新役員の紹介（右） 

 

 次期役員の選任につきましては  

下の表の通りです。   

 

 

 

 

 

 

 

 

2013年 ６月 第３９号 

平成 25 年度 ＮＰＯ総会報告 

              



 

 

 

 本年はかわさき市民アカデミーにとって開学20周年の１年です。ロゴマークを作りこの１年をアカデミー

の歴史を回顧し、それを基礎に未来につなげて行く方策を考える機会にしようと様々な活動をしていく意気

込みです。どうぞご期待ください。 

【三本の曲線】 

・川崎市の「川」の字を図案化しました。 

・三本の線は、かわさき市民アカデミーとＮＰＯ法人かわさき市民アカ

デミーと（公財）川崎市生涯学習財団で、三者は等間隔を保ちな 

 がらも「つながっている」ことを三本の曲線の先がつながってい 

 ることで表しています。 

・内側の曲線は過去、中央の曲線は現在、外側の曲線は未来で、 

 20年の歴史を引き継ぎ次の「ひろがり」（発展）に「つなげる」  

 ことを表しています。 

・下の曲線は冬、中の曲線は春・秋、上の曲線は夏の太陽の通り道で、かわさき市民アカデミーが一年中太

陽に明るく照らされていることを表しています。 

・太陽の通り道の青色は、透明な空の色で、空の「ひろがり」を表しています。  

・三本の線を結んで、先を尖らせた鉛筆の形は、「学びの力」を表しています。 

 

 

 

 

 

【かわさき市民アカデミー開学20周年記念誌のご案内】 

 開学20周年記念事業実行委員会では、記念事業の一つとして「開学20

周年記念誌」を11月頃に発行します。実行委員会における数回の議論を経

て4月末に目次立てができあがり、5月上旬より原稿執筆依頼や資料作成に

入っています。 

 かわさき市民アカデミーでは、5周年、10周年の時にそれぞれ記念誌を

発行しました。今回は、1993年度以降の20年の歩みを振り返りつつも、特

に10周年以降、2004～2012年にかけて、どのような変化、発展があった

のかという点を中心に編集を試みています。 

【第1章】は「かわさき市民アカデミーの歩み」として、開学からの10年を第1節、改革期から現在に至

る10年を第2節としてまとめ、将来展望についても言及します。 

【第2章】は寄稿編です。執筆者は、歴代学長、コーディネーター講師、ＮＰＯ理事、受講生です。なお、

それと並行して受講生による座談会を開催し、その記録も収める予定です。 

【第3章】は「受講生・修了生の活動」として、かわさき市民アカデミーフロンティア、川崎市生涯学習財

団との協働事業、地域学の取り組みなどについて、各担当者が執筆します。 

【第4章】は資料編です。受講生数やアカデミーの予算等の統計数字や講座・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの題目一覧、写真、

沿革を載せます。 

本書は、Ａ４のサイズで120頁程度になる見込みです。事前予約をとり販売もする予定です。多くの皆

様に読んでいただけるよう発行部数も年次報告書より増やす予定ですので、ご支援よろしくお願いします。 

開学 20 周年 記念ロゴマークについて 

              

「開学 20 周年記念誌」 ただいま製作中  

              



 

 

 

 

 

 「サイエンス・ウエンズデイ」の開設について 

科学系の講座は、現在、「いのちの科学」と「新しい科学の世界」が開設されています。また、ワ

ークショップは「いのちの科学ワークショップ」が開催されてきました。「新しい科学の世界」講

座の新設により、本講座受講生を対象としたワークショップの新設も議論されてきましたが、むし

ろ枠を広げて二つの講座の受講生を対象とするように「いのちの科学ワークショップ」の再編した

ほうが望ましいと考えられ、両講座のコーディネーターである柴田先生も同意見なので、企画・運

営委員会の承認を受けて「サイエンス・ウエンズデイ」として2013年度後期から再編いたします。 

 

日 時 ： 水曜日 １０：００～１２：００ 

教 室 ： 生涯学習プラザ ２０１教室 

内 容 ： 実験と見学を中心とし必要に応じて座学も加えます。実験を通して科学の楽しさ

を体感するとともに、科学・技術系の諸施設を訪ねて、科学･技術の現状と未来に

思いを馳せましょう。見学先は「日本科学未来館」、「理研鶴見研究所」、 

「第一三共くすりミュージアム」、「気象庁気象科学館」等を予定しています。 

 

 

 実験室での実験（左） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    野外での実習（下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「サイエンス・ウエンズデイ」始まります。 

              



 

 

 

 

 

 

  

ＮＰＯ法人かわさき市民アカデミーは、それまで川崎市の生涯学習事業として実施されていた
「かわさき市民アカデミー」を維持、存続するために発足したＮＰＯです。 
発足してから７年目を迎え、（公財）川崎市生涯学習財団から教室その他ご支援を頂きながらも、
運営については全面的に任されるようになり、市民による市民のための市民大学である「かわさき
市民アカデミー」を運営し、順調に当初の理念と目的を果たしてきています。そして現在、活動す
る人、支える人として約300名の正会員、賛助会員がいます。 
ＮＰＯ法人かわさき市民アカデミーの活動を維持するため、ご支援、ご協力くださる方を募ってい

ます。現在正会員、賛助会員の方には引き続きご支援いただきますようお願いします。 

 正会員と賛助会員  

 正 会 員･･･入会金1,000円、年会費1,000円。NPO総会での議決権があります。 

 賛 助 会 員･･･年会費1,000円。NPO総会での議決権はありません。 

  （年会費は4月～翌年3月までの１年間分です） 
 

 募集期間  

 平成25年６月１日(土) ～ ９月30日(月) 

 

 お申込み （既存会員の方の年会費はこちらでもお預かりします。） 

①川崎市生涯学習プラザ3階NPO事務局 

 ②高津市民館、新百合21ホール  講座受付 

  （②会場は講座開講時のみになります） 
 

 お問合せ  

 ＮＰＯ法人かわさき市民アカデミー   担当：関 

 

 

＊＊ＮＰＯ正会員・賛助会員は「アカデミー２年会員・１年会員」とは異なります。＊＊ 

 

フェスタ’１３について 

 

今年のフェスタ（学園祭）はアカ

デミー開学20周年記念事業の一

環として、12月14日(土）、15日

（日）に開催予定です。 

各講座、ワークショップからフェ

スタへの参加をお願いします。 

アカデミー開学20周年の記念式

典、記念講演は、12月15日 で

す。 

 

 平成 25 年度  

ＮＰＯ新規正会員・賛助会員募集

イ エ ン ス ・ ウ エ ン ズ デ イ  始 ま り ま す 
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